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1. はじめに
2002年 7月に策定された知的財産戦略大綱によると，
これからの我が国の産業は，付加価値の高い発明などの
情報を創造することが重要であると指摘されている．そ
のため，本研究では発明などの高度な創造性を支援でき
るシステムの開発を目指す．
このシステムの開発のため，(a)知識抽出，(b)知識統
合，(c)知識利用，の項目別に研究を行なう．(a)として，
特許文献から因果関係の抽出を試みる．繊維工学の分野
を例にした場合，化学物質とその性質の関係を抽出した
[1]．(b)として，新聞などの情報源との連動を図る．(c)
として，抽出した因果関係を類推に利用する．抗菌性を
例題とし，特許文献を利用した類推方法を提案した [2]．
本稿では，(a) として，特許における医学分野 (医薬
用，歯科用，化粧用製剤)を例に，因果関係の抽出を試
みる．この抽出方法と抽出結果を報告する．また，(b)
の例として，抽出結果と新聞との連動について述べる．

2. 因果関係の抽出方法
2.1 対象文献

2002年NTCIRワークショップのNTCIR-3[3]におい
て，特許コーパスが配布された．本研究ではこのコーパ
スから，Japio出願抄録の 1998年度版 (日本語，34万
件)を利用する．この 34万件から、国際特許分類 IPC
コードの A61K「医薬用，歯科用，化粧用製剤」が付与
された文献 5205件を実験に使用する．
これら特許文献の概要部分を使用することとする．概

要部分は完結にその発明の内容が記述されているからで
ある．以下に文献の例を示す．

1. 資生堂：（株） , 特願 1996-188234
（Ｊ）クララ抽出物を含有する ことにより、エラスタ－ゼ阻害
作用を有し、皮膚のハリや弾力を保持し、若々しい肌の状態を
維持可能とする。

2. 協和醗酵工業　（株） , 特願 1996-180223
（Ｊ）特定のジベンゾオキセピン誘導体を有効成分として用いる
ことにより、優れた抗アレルギ－作用を有し、気管支喘息、ア
レルギ－性鼻炎、アトピ－性皮膚炎、じん麻疹等に有効な薬剤
を得る。

文献 1 からは「クララ抽出物 → エラスタ－ゼ阻害作
用」，文献 2からは「ジベンゾオキセピン誘導体→抗ア
レルギ－作用」という関係が伺える．以下，このような
物質とその作用の関係を抽出する方法について述べる．
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2.2 「ことにより」表現
前記のどちらの文献も「手段に関する記述部～ことに

より～効果に関する記述部」という表現で記述されてい
る．「ことにより」という記述について，医学分野の特許
文献 5205件を調査したところ，3041件の文献に使用さ
れていた．以後，「ことにより」が使用されている 3041
件を対象文献とする．なお，「ことにより」が使用されて
いない文献 (2164件)は，効果のみ，あるいは手段と効
果の記述が不明なため，本研究では扱わないこととする．
この対象文献 3041件に対して，形態素解析システム

茶筌 [4]を利用し，「名詞、未知語、記号」の形態素で構
成されている語の集合をひとまとまりの用語と見なし，
語分割テキストを生成した．
2.3 物質名の抽出

頻度 手段の用語
1570 特定
1254 含有
540 有効成分
345 配合
159 化合物

頻度 効果の用語
250 ～作用
220 ～効果
81 ～成物
78 ～疾患
78 ～可能

図 2: 手段と効果の記述部に出現する用語

前記の文献の例では，「ことにより」より前半が手段の
記述部であり，使用された物質が記述されている．手段
の記述部で物質を表わさない用語は，文献 1 では「含
有」，文献 2 では「特定，有効成分」である．これら物
質を表さない用語は出現頻度の高い用語と考えられる．
手段の記述部に出現した用語の頻度を集計したものを図
2に示す．
本研究では，この上位 4位までの用語 (特定，含有，有
効成分，配合) を手段の記述部から取り除き，残った用
語が一つの場合にその用語を使用された物質名と考えて
抽出する．なお，複数の用語が残った場合，どの用語が
手段の要因になるかは判断に難しいため，本研究では対
象外とした．
2.4 作用表現の抽出
前記の文献の例では，「ことにより」より後半が効果の
記述部であり，発現した作用が記述されている．効果の
記述部で発現した作用は，文献 1，2ともに「～作用」と
いう用語で表現されている．
効果の記述部に出現した用語の末尾二文字の頻度を集

計したところ，図 2に示すように「～作用」の他に「～
効果」という用語が高頻度で使用されていることが分
かった．
本研究では，効果の記述部に現れた「～作用」と「～
効果」の用語を，発現した作用を表現する用語 (以下，こ
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手段 → 効果 抽出元の特許文献
御木本製薬　（株） , 特願 1996-311168 :

４－ヒドロキシチオフエノ－ル誘
導体

→ 美白作用 （Ｊ）４－ヒドロキシチオフエノ－ル誘導体を含有することにより、美白
作用を向上する。
コリアナ　コスメテイツクス　ＣＯ　ＬＴＤ , 特願 1998-029417:

栗皮抽出物 → 美白効果 （Ｊ）栗皮抽出物を含有することにより、安全性に優れ、皮膚改善及び美白
効果に有効な組成物を得る。
資生堂：（株） , 特願 1997-072680 :

メトキシフエノ－ル化合物 → 美白効果 （Ｊ）特定のメトキシフエノ－ル化合物を含有することにより、ハイドロ
キノン以上に美白効果を発揮し、且つ、安全性の高い外用剤を得る。
ヤクルト本社：（株） , 特願 1997-108353 :

オウゴニン → メラニン生成
抑制作用

（Ｊ）オウゴニンを有効成分として含有することにより、安定性、安全性及
びメラニン生成抑制作用等を向上する。

図 1: 美白に関する抽出結果の例

れを作用表現と呼ぶ)として抽出する．なお，効果の記
述部に現れた作用表現は全て抽出するものとする．

2.5 物質-作用関係の抽出
手段の記述部から物質名を，効果の記述部から作用表
現を抽出できれば，抽出された物質名と作用表現との関
係は，因果関係を示すと考えられる．本研究では，この
物質名と作用表現の関係を物質-作用関係と呼び，これ
を抽出する．

3. 抽出結果
対象文献 (3041件)から物質-作用関係が 178件抽出さ
れた．この詳細は，物質名は抽出されたものが 502件，
作用表現は抽出されたものが 889件であった．
抽出結果から，美白に関連する例を図 1に示す．

4. 考察
抽出結果 178件が示す物質-作用関係は，抽出元の文

献の記述通り適切かを調査した．なお，抽出された物質
名および作用表現が曖昧な場合は誤りと見なした．適切
と判断できた抽出結果は 81件である．適切と判断でき
ない抽出結果の例を以下に示す．

1. 物質名が曖昧：化合物，植物，新規化合物，など

2. 作用表現が曖昧：効果，作用，改善効果，など

3. 作用表現の否定や間接表現：副作用，など

4. その他，形態素解析のミス，など

1は，抽出元の文献にもともと物質名が明確に記述さ
れていないことが原因である．抽出処理は適切であった．

2の例として，「～の効果」といった表現があった．複
数の用語からなる作用表現は今後の課題である．

3の主な原因は作用表現「副作用」である．この作用
表現は，「副作用が少ない」といった否定で表現される．
今回の抽出結果を確認したところ，「副作用」は全て否定
で表現されていた．その他の 3に該当する抽出結果は 4
件あり，件数は少ないが今後の課題である．

5. 他の情報源との連携
日経全文記事データベース [5]において，「美白」を検
索すると，次の記事が見つかった．

「資生堂、美白効果高めた美容液（情報プラス）」(産業 2002.6.21)
(～略～) 新商品はシミなどの原因となるメラニンの生成を抑制す
るアルブチンに加え、抗酸化作用を持ち活性酸素を除去するビタミ
ンＣエチルを新配合、美白効果を高めたという。(～略～)

この記事から，メラニンの生成を抑制することで，美
白効果が得られることが分かる．よって，図 1の「オウ
ゴニン」も美白効果があると判断できる．このように，
抽出結果と他の情報源を利用することで，抽出結果の新
たな情報を得ることができる．

6. おわりに
本稿では，医学分野を例に因果関係の抽出を行なった．
本手法は，複雑な構文解析を必要としないことが特徴で
ある．今後は，複数の物質が関係する手段の記述の分析
を行なう．
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